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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・照井　澄子様～排便-8日目。馬渡Dr.へ報告し、グリセリン浣腸60ml処方し施行。排便あり。

・袴田　隆裕様～夜間眠れないとの訴えあり。田名部Dr.報告し、ユーロジン（２）１錠、１×就床前、６日分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午後の開放中には声掛けで入浴実施。開放中、迷惑行為頻回にて時間早めて開放観察終了。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・青木　昭弘様～身体拘束中。午前四肢・体幹身体拘束一時解除して様子観察。10:00～14:00開放観察指示あるが、j人希望されず。右第4趾の爪が剥がれているのを発見。出血も既に止まっている状態。ガーゼ保護で対応しているが、昼食時の訪室時にはガーゼを剝がしており、再度処置を要している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・鹿島　咲子様～自室やトイレの場所がわからなくなり、確認で声掛けあり対応。帰宅要求や興奮なく穏やか。
							
・青木　文男様～急な立ち上がりなく静穏に車椅子にてホールで過ごしている。。

・袴田　隆裕様～ホールや自室で過ごしている。入院前の受傷部位を気にする事あるが説明や処置後は訴えは無い。危険行為も無く静穏。

・阿部　わかえ様～ほとんど自室にて過ごしている。軽度倦怠感はあるが食事は全量摂取できている。表情は穏やか。

・市澤　ミツヱ様～ご家族様面会あり。面会後現在の様子について報告。ご家族としては、「このまま病院で命だけ長らえても本人も家族も幸せにはなれない。点滴を中止したことで問題が生じた場合でも病院に責任は問いません」と、施設入所のため一旦点滴は中止し様子を見て欲しいと、強い希望あり。上記週明けご家族のご希望について、主治医へ改めてお伝えすると説明する。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定他患に対する被害妄想的な訴えは続いているが、トラブルは無い。

・三浦　英男様～他者を威嚇する行動はあるが、直接的なトラブルは無い。措置解除面接調整中。7/11（月）もしくは7/12（火）にてみちのく記念病院へ転院予定。

・篠　竜治様～不穏・興奮は無いが、病識が低く拒薬が見られる。夜間の睡眠は取れており、日課は自立して行えている。
